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当
町
出
身
の
読
売
侵
入
軍
・
大
久
保

博
元
選
手
(
持
手
)
を
励
ま
す
集
い
、
ガ
¥

去
る
位
向
お
日
午
後

7
時
ガ
ら
大
洗
シ

ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ん
で
開
か
れ
ま
し
だ
。

励
ま
す
集
い
は
¥
一
プ
|
ブ
大
久
保
後

援
会
(
竹
内
宏
会
長
〉
ガ
¥
今
シ
ー
ズ
ン

の
活
躍
に
対
し
て
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
共

に
¥
来
期
も
益
々
活
寵
さ
れ
る
よ
う
に

と
行
つ
だ
も
の
で
す
。

石
井
藤
吉
部
後
援
会
副
会
長
の
開
会

の
一
言
葉
で
始
ま
り
¥
竹
内
宏
後
擾
会
長

ガ
「

5
月
8
日
に
直
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か

ら
読
売
巨
人
軍
へ
の
揺
籍
ガ
決
ま
り
、

口
巴
に
ヤ
ク
ル
ト
戦
の

5
固
か
ら
マ
ス

ク
を
か
ぶ
り
巨
人
デ
ビ
ュ
ー
¥
げ
己
に

匹
目
一
回
戦
初
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
等
し
と

野
球
通
の
竹
内
田
長
は
¥
大
久
保
選
手

の
活
躍
在
紹
介
¥
「
来
シ
ス
ン
も
今

年
以
上
に
活
躍
す
る
よ
う
に
」
と
撲
出

ガ
あ
り
¥
大
久
保
選
手
に
後
援
会
か
ら

の
花
束
、
ガ
ミ
ス
ボ
ー
ト
大
洗
の
梶
間
さ

ん
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
だ
。

大
久
保
選
手
は
寸
私
の
た
め
に
大
勢

の
皆
さ
ん
ガ
後
援
会
を
結
成
し
て
い
た

だ
き
奇
難
う
ご
ざ
い
ま
す
来
シ
ズ
ン

も
今
年
以
上
に
槙
張
り
ま
す
」
と
力
強

く
撲
出
。
続
い
て
¥
小
松
崎
議
会
議
長

の
音
頭
で
乾
杯
¥
懇
親
会
に
入
り
大
久

保
選
手
と
会
員
の
皆
さ
ん
は
¥
終
始
和

や
か
に
懇
談
し
て
い
ま
し
た
。

サ
イ
ン
ボ
ー
ん
と
ツ
ヤ
イ
戸
ン
ツ
ヴ
舟

川
ノ
ツ
(
ジ
ヤ
ピ
川
ノ
ト
人
形
・
パ
川
ノ
ト
・
一
一

タ
オ
ル
・
一
扇
子
等
)
節
点
の
当
る
¥
あ
一

楽
し
み
抽
選
会
に
入
り
、
大
久
保
選
手
一
一

ガ
「
く
じ
し
を
引
き
¥
当
選
番
号
を
読
一
一

み
上
げ
る
と
会
場
は
、
一
喜
一
憂
し
大
一
一

い
に
盛
り
上
ガ
っ
て
い
ま
し
疋
。
一

そ
の
後
¥
会
員
の
嵩
さ
ん
に
サ
イ
ン
一

や
記
怠
写
真
撮
影
の
大
サ
ー
ビ
ス
。
小
一
一

松
崎
新
太
郎
後
掻
会
常
任
理
事
ガ
重
な

る
活
躍
を
祈
念
し
て
万
歳
三
唱
。
田
中

重
雄
議
会
副
議
長
の
閉
会
の
一
一
一
一
口
葉
で
励

ま
す
集
い
を
開
じ
ま
し
疋
。

大
久
保
選
手
の
今
後
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
左
し
ま
す
。

険
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場

&大久保選手のサインA お楽しみの掠選会d晶子供達と記念撮影&サインをする大久保選手

歳
時
記

什
見
ゲ
ー
ト

ス
ケ
ー
ト
と
い
う
と
、
昨
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
伊
藤
み

ど
り
さ
ん
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
・
ス
ケ
ー

ト
の
華
麗
な
演
技
を
思
い
出
す
方
も

い
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
田
ん
ぼ
の

氷
の
上
で
、
げ
た
ス
ケ
ー
ト
で
滑
っ

た
遠
い

B
を
思
い
起
こ
す
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

以
前
は
子
ど
も
の
ス
ケ
ー
ト
遊
び

も
競
技
会
も
、
天
然
の
氷
の
上
で
し

た
。
氷
に
穴
を
開
け
て
ワ
カ
サ
ギ
釣

り
を
し
て
い
る
傍
ら
で
、
子
ど
も
が

ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
嵐
景
も

日
比
ら
れ
ま
し
た
。
冬
に
な
る
と
、
観

光
情
報
と
し
て
積
雪
情
報
と
と
も
に
、

ス
ケ
ー
ト
場
に
な
っ
て
い
る
湖
の
天

然
氷
の
厚
き
が
発
表
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
が
、
最
近
は
あ
ま
り
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ト
は
、
も
と
も
と
氷
の
上

の
交
通
手
段
で
、
大
品
目
は
動
物
の
骨

を
削
っ
て
靴
に
く
く
り
つ
け
た
も
の

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
北
欧
な
ど
の
穴

居
跡
に
は
、
ヒ
ツ
ジ
や
ウ
マ
、
ト
ナ

カ
イ
な
ど
の
骨
で
作
っ
た
も
の
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
靴
が
日
本
に
伝
わ
っ
た

の
は
明
治
十
年
で
、
札
幌
農
学
校
の

ア
メ
リ
カ
人
教
師
が
持
っ
て
き
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
長
野
県

の
諏
訪
湖
な
ど
に
ス
ケ
ー
ト
場
が
で

き
ま
し
た
。
最
近
は
冷
凍
機
械
の
出

現
で
、
通
年
リ
ン
ク
が
各
地
に
で
き

た
の
で
、
ス
ケ
ー
ト
は
冬
に
限
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
や
は
り
、
屋
外
リ
ン

ク
で
の
ス
ケ
ー
ト
は
、
冬
の
風
物
詩

で
す
。と

こ
ろ
で
、
冬
は
娃
房
一
な
ど
で
エ

ネ
ル
ギ
i
需
要
が
ど
l
ク
に
な
り
ま

す
。
一
一
月
は
、
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月

間
」
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の

有
効
利
用

に
つ
い
て

工
夫
し
、

実
行
し
た

い
も
の
で

す。
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谷
田
部
毘
長
か
ら
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
期
消
火
に
協
力
さ
れ
た
町

民
の
方
に
は
、
消
防
長
よ
り
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
団
長
が
「
消
訪

技
術
向
上
に
努
め
、
業
務
の
精
進
に
励

み
団
員
一
一
向
、
一
致
屈
結
し
研
績
を
重

ね
ま
す
」
と
力
強
く
答
辞
を
述
べ
、
整

然
と
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

屋
外
で
の
分
裂
行
進
は
、
雨
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
年
の
最
初
に
あ

た
る
こ
の
行
事
で
、
屈
員
の
士
気
が
更

に
高
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

表
彰
者
は
、
次
の
通
り
で
す
。

O
消

訪

長

官

表

彰

(

敬

称

略

)

(
永
年
勤
続
功
労
賞
)

井

川

守

・

小

野

瀬

o
日
本
法
防
協
会
会
長
表
彰

(
精
績
輩
)

大

賞

喜

雄

(
勤
続
章
)

秋

山

市

郎

O
茨
城
県
知
事
表
彰

(
永
年
勤
続
功
労
賞
)
初
年
以
上

倉

持

栄

保

・

佐

問

団

善

石

崎

文

央

・

前

島

由

福

本

陵

治

・

高

柳

勝

小

口

典

一

・

小

川

芳

O
茨
城
県
消
紡
協
会
会
長
表
彰

(
優
良
介
回
表
彰
)

大
洗
町
消
防
団
第
7
分
間

(
功
労
輩
)

山

本

清

・

深

作

勝

松

浦

啓

二

郎

。
茨
城
県
一
議
防
接
宮
東
茨
城
支
部
長
表
彰

(
優
良
消
防
団
員
)

根

本

桂

三

・

久

和

男

大

賞

猛

・

大

川

勝

善

関

根

庸

翻

・

関

根

孝

明

。
大
洗
町

e

長
表
彰

(
永
年
勤
続
功
労
賞
)
出
年
以
上

弁

川

守

・

小

野

瀬

省

二

(
永
年
勤
続
功
労
賞
)
お
年
以
上

今

関

忠

之

・

問

山

東

湖

磯

崎

満

・

高

崎

公

男

関

根

正

治

.

、

氷

山

惣

太

郎

(
第
ね
田
沼
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大

会
東
茨
城
地
区
大
会
出
場
選
手
)

第
2
分
間
出
場
選
手

磯

崎

満

・

梶

間

央

木
ノ
本
修
町
内
・
倉
図

稲

石

曲

一

一

足

・

桧

山

和

O
大
洗
町
消
防
団
長
表
彰

(
永
年
勤
続
功
労
賞
)
日
年
以
上

関

根

優

・

大

川

療

関

根

英

喜

・

加

藤

山

川

良

昭

・

石

崎

高

橋

満

・

猿

筒

井

上

章

・

橋

本

大

川

渉

(
優
良
消
防
団
員
)

関

根

将

之

・

小

松

崎

浅

野

剛

・

小

野

瀬

O
退
職
者
感
謝
状

秋

山

市

郎

・

野

聞

大

賞

喜

雄

・

小

野

瀬

小

又

旭

・

米

川

石

田

郎

・

米

川

省昌}奈幸恵敏 甚 公 桂

小

川

芳

男

・

虞

大

翼

康

弘

O
大
洗
町
消
防
長
表
彰

(
初
期
消
火
協
力
者
)

鴨

川

み

つ

江

大

賀

町

1
2
1
2
1
m

木

年
金
だ
よ
り
」

篠

崎

昭

磯

浜

町

6
9
4
4
1
m

篠

崎

男

磯

浜

町

6
9
4
4
1山

田

中

清

美

磯

浜

町

8
2
3
4
1
m

(
通
報
及
び
初
期
消
火
協
力
者
)

西

念

雄

司

東

光

台

9
1
9

賞

茂

男寿実男

あ
な
た
の
年
金
を
大
切
に

繰
り
上
げ
受
給
は
慎
重
に

男

由
民
年
金
か
ら
受
け
る
老
齢
基
礎

年
金
は
、
本
来
日
歳
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
が
、
特
例
と
し
て

ω歳
を
越
、
え

れ
ば
希
望
に
よ
り
年
金
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
こ
れ
を
繰
り

上
げ
受
給
と
い
い
ま
す
。
)

繰
り
上
げ
受
給
を
す
る
と
表
の
よ

う
に
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
減
額
率

は
生
涯
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
次
の
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
な
制
援
を
受
け
ま
す
。

ー
|
(
い
ろ
い
ろ
な
制
限
)
1
1
1
1

1
、
特
別
支
給
の
送
齢
厚
生
年

金
、
退
職
共
済
年
金
が
邸
歳
に

な
る
ま
で
の
開
「
支
給
停
止
」

に
な
り
ま
す
。

2
、
遺
族
年
金
が
出
歳
に
な
る
ま

で
の
間
「
支
給
停
止
」
に
な
り

ま
す
。

3
、
寡
婦
年
金
が
「
支
給
停
止
」

に
な
り
ま
す

0

4
、
障
害
者
や
寡
婦
に
な
っ
て
も
、

障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

5
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
す
る
と
、
そ
の
間

老
齢
基
礎
年
金
が
「
支
給
停
止
」

に
な
り
ま
す
。

彦健之茂 平 弘 茂 明

※
年
金
を
受
け
る
と
き
に
は
、
こ
の

よ
う
な
制
限
が
あ
る
こ
と
と
、
自

分
の
健
康
状
態
や
収
入
、
将
来
の

生
活
設
計
な
ど
を
十
分
に
考
、
え
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
あ
な
た
の

大
切
な
年
金
を
上
手
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

1 

〔表〕 繰り上げ受給年齢別減額率と受給年金額(平成4年度鏑絡)
受給繍始 i受給年金額
年齢(減額率)I 10 

1 

60 50 

1 
1 

] 

40 30 
2 -L 

65歳(本来年金)I 725，300f'l (月額60，442円)

64歳 (11 %) 1 645，500f'l (月額53，792円)

63歳 (20 %) I 580，200問(月額48，350円)

62歳 (28 %) 1 522，200円(月額43，517円)

61歳 (35 %) I 471，胡O向(月額39，284円)

60議 (42 %) 1 420，700円{月額35，059f'l)

※4日年間(または加入可能年数)納付の場合

20 

国
住民

害支
徴池
宮肘の

業翌
施史
t::再

与と

て

留
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
、

居
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
正
し
い
ご

理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お

り
相
談
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
当
日
は
、
保
険
料
未
納
分

(
過
年
度
分
も
含
む
)
に
つ
い
て
も

取
扱
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

ヲL 男男 一 道 督

とと
こ
ろ き

戸
い

2
月
幻
日
(
同
月
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時

大
洗
町
役
場
(
一
階
会
議

水
戸
商
社
会
保
険
事
務
所

(
担
当
専
門
官
)

※
保
険
料
は
毎
月
末
日
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
、
つ
。

間
口
氏
火
コ
当
て

ま
r
i
m
-
g
尚

ZEJ

町区 寄付金額

松)11共励 8，400河
松)11第二 11，900円
大谷川 9，100円
成 回 10，400円

大 洗 水 産 加 工 協 同 組 合

大洗町高校生会

大 洗 町 民 生 委 員 協議会

大洗町役場職員

大洗ロー タリー クラブ

水産加工鋤青年部

大洗町青少年相談員連絡協議会

谷藤水産鮒

勇藤水産体特

例 弥七商庖
高銀商底

小聖子屋機販制

大洗町立第一中学校

大洗 町立磯浜小学 校

大洗町 立高中学校

大洗町 立大賞小学校

169，000円
52，372河
46，450伺
38，717月
30，000円
23，761内
20，000円
10，490円
10，000円
1O，000P:] 
10，000円
10，000同
40，616内
32，325円
30，200向
25，919内

10，000円以上

器T 区 寄付金額

矢 主義 18，900円
子 拓 7，000円
松111報国 16，100円
松/11第一 22，600円
松/11中部 10，500門

団体事業所及び学校

5，000円以上

大 山 せ ーコ 11，000円
山 ロ 太次夫 10，000向

;百 酒之効 10，000円
E童 笑 光 10，000内
石 山 修 10，000円
t， 、 泉 菊 i行， 10，000内
木 村 手IJ 男 5，700円
ffr i暴 ヲL 5，000円
大 内 俊 夫 5，000円

人個

阿波 寄付金額

舟j度 1 14，000円
11 2σ)1 13，500円
11 2σ) 2 11 ，400円
112(7)3 15，000P:] 
11 3 27，300円
11 4 17，500円
蔵前 1 26，700P:] 
11 2 20，000円
11 3 10，000円

" 4 16，400円
上宿 15，400向
中宿 1 15，000円

" 2 15，000円
北清水 1 25，200円
11 2 16，800円
高清水 1 11，200河

" 2 18，300円

" 3 17，500円
角一 1 17，200円

" 2 38，200円
" 3グ)1 20，300円
" 3グ)2 17，600円

" 4 12，500円

" 5 27，200円

" 6 13，100円
言富士見台 11，900円
前原 1 22，400同
11 2 28，000円

" 3 22，400円
原研住宅 25，500円
原研独身寮 6，000円
東北大寮 5，900円
神 山 14，000円
111 口 9，100円
予定 谷 34，300P:] 
浜 欠 7，000円
古 f首 46，200円
上 宿 25，900円
中 宿 23，800円
下 宿 18，900円

平成4年度

十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
」
は
、
町
民
各
位

の
暖
か
い
ご
理
解
と
、
募
金
奉
仕
者
で

あ
る
町
内
会
長
、
事
業
所
団
体
、
各
学

校
等
の
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
、
四
百
二
十
五
万
二
千
八
百
九
円

(
一
月
六
日
現
在
)
の
寄
付
金
が
ょ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
金
は
、
茨
城

県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
よ
り
暖
か

い
地
域
社
会
を
作
る
と
い
う
願
い
を
こ

め
て
、
民
間
社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た

め
、
社
会
福
祉
施
設
や
各
市
町
村
地
域

平
成
5
年
新
春
恒
例
の
消
防
団
出
初

め
式
が
、
去
る
1
月
7
日
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
日
時
前
文
化
セ
ン
タ
ー
に
谷
田

部
団
長
以
下
山
名
の
団
長
が
集
合
、
「
木

や
り
」
の
流
れ
る
中
、
第
6
分
間
長
の

手
に
よ
り
、
田
旗
が
入
場
可
人
員
・
機

械
・
器
具
呉
常
な
し
の
団
長
報
告
後
、

竹
内
町
長
が
「
町
民
の
尊
い
生
命
財
産

を
守
る
た
め
日
頃
か
ら
操
法
制
訓
練
等
を

通
し
、
努
力
し
て
い
る
団
員
の
皆
さ
ん

に
敬
意
を
表
し
ま
す
健
康
に
留
意
さ
れ

町
民
の
信
託
に
応
、
え
ら
れ
る
よ
う
益
々

精
進
下
き
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
永
年
勤
続
団
員
へ
の
表
彰

や
退
職
閏
員
へ
感
謝
状
が
竹
内
町
長
と

救
品
開
審
ア
ッ
ブ
軽
自
捕
し

救
急
車
へ
新
機
種
を
導
入

こ
の
度
、
町
救
急
車
一
台
に
「
心
電
病
者
を
救
う
た
め
に
、
救
急
車
内
よ
り

図
伝
送
装
護
」
が
装
備
さ
れ
ま
し
た
。
患
者
の
心
電
図
を
病
院
へ
伝
送
し
、
医

こ
れ
は
、
脳
疾
患
・
心
疾
患
等
の
傷
師
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
救
急
隊
員
が

怠
者
に
適
切
な
応
急
処
置
を
行
う
と
と

も
に
、
病
院
側
に
お
い
て
も
、
受
入
れ

態
勢
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
の
救
急
活
動
に
威
力
が
発
揮
さ

れ
一
層
救
命
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

(
積
載
装
置
)

自
動
車
電
話
・
心
電
関
伝
送
装
置
了

在
宅
医
療
処
護
セ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ク

パ
ン
ツ
・
耐
震
動
血
圧
計
・
患
者
監

視
装
甲
直
・
聴
診
器
・
心
腕
蘇
生
自
動

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
・
喉
頭
鏡
・
マ
キ
ー

ル
鈎
子
・
エ
ア

i
ウ
ェ
イ

の
中
で
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
各
地

域
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
事
業
資

金
」
と
し
て
公
平
に
配
分
さ
れ
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

本
年
度
の
各
町
内
及
び
事
業
所
、
団

体
世
帯
め
方
々
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
募
金
の

結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

紙
上
を
お
借
り
し
、
改
め
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

尚
、
未
整
理
の
町
内
も
わ
ず
か
あ
り

ま
す
が
、
重
ね
て
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
顕
い
申
し
上
げ
ま
す
。

酉I 区 寄付金額

永町 9 25，900円

" 10 40，300円

" 11 19，200円

" 12 22，000円

" 13 57，400内

" 14 37，100円
" 15のl 42，700円
" 15(7) 2 19，600円
" 16グ)1 42，700円
" 16の2 35，000円
" 16σ) 3 44，100円
11 17 35，700向
髭釜釘 1 26，200円

" 2 1 26，500円

" 3 18，800円
11 4 20，400円

" 5 1 24，500円

" 6 16，100円

" 7 23，100P:] 
11 8 15，800円
11 9 19，000円
" 10σ)1 42，700向
" 10σ) 2 36，400円
11 10グ)3 31，300円
"11(7)1 30，500円
"11σ) 2 40，700円
11 12 30，100内

" 13 13，300円
寺釜町 1 22，000向

" 2 16，800円

" 3 20，300円

" 4 11，900円

" 5 15，400円

" 6 17，500円

" 7 13，100円

" 8 14，700円

" 9 20，400円

" 10 17，500円

" 11 30，100内

" 12 9，800円

富T区 寄付金額

祝町 5 22，700円

" 6 12，000円
11 7 11 ，200円

" 8 13，300円
松ケ丘 l 34，200円
通町 1 11，000円

" 2 26，500円
11 3 10，500円
新町1のl 16，100同
" 1の2 6，000河
" 2の1 9，800円
"2(7)2 7，000円
11 3グ)1 11，200円
"3(7)2 24，500円

" 4 11，900円
11 5 24，900P:] 
新町5の1 20，400円
11 5の2 15，400向
"5(7)3 26，600円
11 6 37，800向
11 7(7)1 12，600円
"7(7)2 11，200同
" 7グ)3 24，500丹

" 8 19，600円
" 9(7)1 41，300円
" 9σ) 2 27，300円
11 10 11，000向
11 11 16，800円
11 12 16，100円
五反831 7，700円
11 2 15，400円
11 3 6，500円
永町 1 15，400同

" 2 18，700向

" 3 14，000向

" 4 14，700円

" 5 27，000円
H 6 18，900円

" 7 23，900円
11 8 15，000円

部J IR 主寄付金額

明神町 l 25，100向

" 2 34，300円
11 3のよ 21，700円
" 3の下 12，000円
11 4 16，800円

" 5 30，800円

" 6 20，300円
11 7 26，500円
" 8ぴ)1 13，000円
" 8σ) 2 12，600河
" 8の3 17，500円

" 9 24，500円
11 10 16，100円
東光台 2 43，000円

" 3 54，600円
一丁目1の上 31，000円
刀 2 24，800同

" 3 16，100P:] 

" 4 13，300汚

" 5 15，000丹
汐見ヶ丘 18，200円
二丁目1の1 18，100円
11 1σ) 2 23，700円
11 2 30，400円

" 3 35，400円
11 4 16，800円
仲町 1 11，500円
11 2 21，500円

" 3 26，200円
11 4 23，000円
金沢町 1 19，600円
11 2 19，900円

" 3 19，000円
11 4 26，200円

" 5 24，500円
祝町 1 60，200円
" 2の1 23，100円
" 2(7)2 32，200円

" 3 -18，900円

" 4 32，500円
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平
成
五
年
大
洗
町
叫
成
人
式
が
、
去
る

1
月
目
白
(
成
人
の
臼
)
釘
文
化
セ
ン
タ

ー
で
厳
粛
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
雨
降
る
生
憎
の
天
気
で
し
た
が
、

会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
出
友
と
の
再
会
を

喜
び
思
い
出
や
現
況
を
語
り
合
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

式
典
会
場
は
、
中
川
歌
春
社
中
の
皆

さ
ん
が
」
ハ
段
の
調
べ
」
「
飛
躍
」
の
琴

の
演
奏
で
成
人
者
を
迎
、
ぇ
、
午
前
日
時

よ
り
式
典
が
行
わ
れ
、
成
入
者
代
表
の

曽
根
博
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
「
君

が
代
」
斉
唱
、
星
野
美
紀
さ
ん
の
り

i

ド
で
町
民
憲
章
を
唱
和
し
ま
し
た
。

竹
内
町
長
が
「
成
人
と
し
て
の
権
利

が
あ
た
え
ら
れ
た
と
と
も
に
義
務
を
果

お

新
春
恒
例
の
大
洗
凧
上
げ
大
会
が
、

去
る
1
月
口
日
(
日
)
大
洗
サ
ン
ビ

l
チ

海
岸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
9
回
目
を
数
え
る
大
会
は
、

前
日
の
雨
も
上
が
り
、
凧
上
げ
に
は
絶

好
の
天
気
に
恵
ま
れ
朝
早
く
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

午
前
9
時
間
会
式
が
行
わ
れ
、
審
査

基
準
や
注
意
事
項
の
説
明
を
受
け
た

後
、
各
部
門
毎
に
分
か
れ
て
、
地
上
審

査
に
入
り
ま
し
た
。
小
学
生
は
、
人
気

お

噌ミ、ミ

(3)第254号

催

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ

i
や
今
年
の
干
支

で
あ
る
閣
の
絵
、
中
学
生
に
は
武
者
絵

な
ど
の
力
作
、
高
校
一
般
の
部
は
、
鳶

形
の
凧
や
ミ
ニ
凧
な
ど
変
わ
っ
た
凧
も

受
場
可
審
査
の
先
生
は
素
晴
ら
し
い
作

品
を
審
査
し
て
い
ま
し
た
。

午
前
日
時
、
花
火
の
合
図
で
高
揚
審

査
に
移
り
、
一
斉
に
新
春
の
大
変
に
凧

上
げ
を
開
始
。
高
く
揚
が
る
凧
、
く
る

く
る
由
っ
て
し
ま
う
胤
に
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

壊
れ
て
し
ま
っ
た
凧
は
、
常
陸
凧
の

会
員
の
皆
さ
ん
が
間
関
誌
し
た
「
凧
の
病

院
」
で
応
急
処
置
を
し
、
再
び
凧
上
げ

に
挑
戦
し
た
り
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
凧
を
上
げ
る

児
童
な
ど
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、

楽
し
い
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

胤
上
げ
終
了
後
、
大
会
名
物
の
「
と

ん
汁
」
が
各
種
団
体
の
婦
人
の
皆
さ
ん

か
ら
参
加
者
に
配
ら
れ
、
お
い
し
い
と

ん
汁
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
、
冷
え
た
体

を
暖
め
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
会
員
で
会
場
と
な
っ
た
海
岸

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
社
会
に

対
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
期
待
し
地
域

社
会
に
賞
献
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
が

述
べ
ら
れ
、
成
人
代
表
の
黒
沢
信
幸
さ

ん
に
成
人
証
書
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、

続
い
て
、
関
根
幸
貴
さ
ん
の
「
立
派
な

公
民
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。

来
貨
を
代
表
し
て
、
小
松
崎
七
之
介

議
会
議
長
が
「
若
い
情
熱
を
持
ち
、
目

世
紀
に
向
け
て
、
誇
り
と
責
任
を
も
っ

て
、
明
日
の
社
会
を
作
る
原
動
力
と
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
。
成
人
代
表
の

米
川
哲
也
さ
ん
が
、
「
新
し
い
町
づ
く

り
に
向
け
て
、
住
ん
で
よ
い
町
、
住
み

た
く
な
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
が
ん
ば

り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
式
典
を
終

了
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
成
人
者
に
フ
ェ
リ
ー
乗
船

券
の
当
た
る
、
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
成
入
者
は
、
制
人
(
男
凶
人
・

女
四
人
)
で
す
。

の
清
掃
を
行
い
、
ご
み
の
な
い
き
れ
い

な
海
岸
で
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
各
部
門

毎
の
入
賞
者
が
紹
介
さ
れ
、
入
賞
者
が

自
作
の
胤
を
持
参
し
て
参
加
者
に
披
露

す
る
と
会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
祝
福
の

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
も
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

の
協
カ
に
よ
り
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

(
小
学
校
低
学
年
の
部
)

優
勝
小
野
瀬
美
帆
(
磯
浜
小
)

準
優
勝
川
上
雄
二
一
(
磯
浜
小
)

第
一
一
一
位
相
原
貴
行
(
見
川
小
)

(
小
学
校
高
学
年
の
部
)

優

勝

高

瀬

道

子

(

大

沼

小

)

準
優
勝
小
沼
藤
子
(
磯
浜
小
)

第
三
位
小
野
瀬
覚
(
大
賞
小
)

(
中
学
生
の
部
)

優

勝

岩

瀬

い

ず

み

(

海

中

)

準
優
勝
近
藤
和
彦
(
土
問
中
)

第
一
一
一
位
米
山
川
博
古
川
(
土
問
中
)

(
高
校
・
一
般
の
部
)

優
勝
田
上
{
一
市
生
(
鉾
田
町
)

準
優
勝
因
山
一
ニ
次
郎
(
大
洗
町
)

第
三
位
藤
沼
勝
次
(
大
洗
町
)

※
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
4
佼
1
6位

及
び
努
力
貨
の
氏
名
は
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ー
融
協
婦
人
部
の
皆
各
ん
が
l

l

」

/
 

「
1
1
iひ
ぬ

ま

苑

を

諦

開
i

し

大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
(
高
「
来
年
も
来
て
下
さ
い
」
と
別
れ
を
惜

橋
早
苗
部
長
)
で
は
、
日
頃
か
ら
チ
ャ
し
ん
で
い
ま
し
た
。

リ
テ
ィ
パ
ザ
l
・
募
金
活
動
等
を
通
し
、
こ
う
し
た
善
意
の
福
祉
活
動
が
、
地

社
会
福
祉
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
域
の
中
に
広
が
り
、
明
る
い
町
づ
く
り

で

い

ま

す

。

に

つ

な

が

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

今
回
の
奉
仕
活
動
は
、
去
る
ロ
月
四

日
、
特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム
「
ひ
ぬ
ま

苑
」
で
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参

加
。
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡

し
た
り
、
お
手
製
の
つ
み
れ
汁
を
作
っ

て
お
年
寄
り
の
皆
き
ん
に
食
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
頃
練
留
を
積
ん
だ
、
歌

や
踊
り
を
披
露
1

お
年
寄
り
も
一
緒
に

な
っ
て
踊
り
だ
す
一
幕
も
あ
り
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
、
楽
し
い
一
刻
を
す
ご

し
て
い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
大
変
喜
び

人
撞
擁
護
の
作
品
開
賦

一平成
4
年
度
人
権
擁
護
に
関
す
る
喜一

道
・
作
文
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
書
道
や
作
文
の
作
品
を
通

し
、
基
本
的
人
権
尊
重
の
普
及
高
揚
を

目
的
に
、
法
務
局
が
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
県
内
の
各
小
中
学
校
か
ら
た

く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
、
各
小
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
厳
正
な

る
審
査
の
結
果
、
書
道
の
部
で
最
優
秀

賞
を
は
じ
め
各
賞
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
作
品
展
に
毎
年
多
数
の

生
徒
が
作
品
を
出
展
し
て
い
る
南
中
学

校
に
、
法
務
省
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

、
感
謝
状

会
主
主
義
政

品
殺
は
叫
諸
説
府
翁
友
U
会
宙
人
住
一
議
持
品
』

委
主
著
毒
事
会
事
堂

人
維
持
大
コ
シ
チ
モ
，
の
家
持

hp李

鵠
カ
を
さ
れ
中
学
生
の
人
一
品
情
念
品
叫
の

お
拐
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
止

tた

ラ
ミ
基
本
舗
の
悲
喜
t
A
，

平
成
五
冬
-
耳
慣

a

各

賞

に

入

賞

(
小
学
生
書
道
〕

佳

作

加

部

東

万

里

銀

賞

海

野

英

恵

銅

賞

関

根

加

寿

子

銅

賞

岡

山

美

智

子

〔
中
学
生
書
道
〕

最
優
秀
賞

福

地

千

恵

優

秀

賞

皆

藤

春

美

金

賞

問

中

佐

智

子

銀

賞

正

木

覚

鏑

賞

高

橋

直

樹

銅

賞

小

沼

洋

道

銅

賞

細

川

ま

い

子

銅

賞

田

口

仁

銅

賞

鴨

志

田

総

子

銅

賞

井

川

朋

子

〔
中
学
生
作
文
〕

銀

賞

福

地

千

恵

(
磯
浜
小
)

(
磯
浜
小
)

(
磯
浜
小
)

(
祝
町
小
)

(
第
一
中
)

(
第
一
中
)

(
第
一
中
)

(
第
一
中
)

(
第
一
中
)

(
第
一
中
)

(
第
一
中
)

(
第
一
中
)

(
南
中
)

(
南
中
)

(
第
一
中
)

県大会に額出場

洗

22ニバスケット
本 子事

大

第
初
回
茨
城
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
が
、
去
る
日
月
幻
自

水
戸
市
東
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
本
町
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子

が
初
出
場
し
ま
し
た
。

大
洗
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子
は
、
磯
浜

小
と
祝
町
小
の
児
衰
を
中
心
に
結
成
。

3
年
間
「
県
大
会
出
場
」
を
合
言
葉
に
、

毎
週
土
曜
・
日
開
唯
日
の
練
習
に
汗
を
流

し
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

念
願
の
県
大
会
で
は
、
初
戦
強
豪
チ

ー
ム
土
浦
小
と
対
戦
、
初
出
場
と
は
思

え
な
い
は
つ
ら
つ
し
た
プ
レ
!
を
展
開
、

健
闘
倒
し
大
接
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、

訂
対
お
と
惜
し
く
も
1
点
差
で
涙
を
の

み
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
頑
張
る
と
い

う
、
尊
い
も
の
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

今
後
、
益
々
練
留
に
励
ん
で
頑
張
っ

て
下
さ
い
。

福 地 千 恵一中 2lf-

神
の
杜
歯
乃
木
の
葉
先
の
雨
し
づ
く

東

光

台

大

川

た

か

(
評
〕
初
詣
の
神
域
。
杜
深
い
千
年

杉
の
苔
む
し
た
様
方
に
生
、
え
る
歯
柔

の
葉
先
に
、
昨
夜
の
雨
が
水
玉
と
な

っ
て
光
っ
て
い
る
。
木
立
を
洩
れ
る

わ
ず
か
な
明
る
さ
を
一
橋
一
橋
に
集

お
お
あ
ら
し
い

撞一

。ド
る 寒をいこの 宗 梢
寒~見木の大 E よ
鵠のでな木木 り
の中ろのはの鵠 梢
不、すで森天主が明見
気巣答E、の辺'A-神下 J重喜
味々 に鵠中 にお町ろ 1::>千
きとなはでと、 し醸
で四つ他飛ま寒 寒fi!27
あ 辺ての び つに小 鵜2竃

る をい木抜て 入松 一
。 目恥 ゑ々 けい つ崎 .jR 
腕!な二のてるた十 、隠
す~栴高。森吉 3器

動
く
も
の
な
き
村
を
行
く
初
電
車

蔵

前

田

山

佳

風

〔
評
〕
年
改
ま
っ
て
か
ら
初
め
て
乗

る
霞
率
。
ゆ
っ
た
り
と
座
席
に
坐
っ

て
車
窓
を
流
れ
去
る
沿
線
風
景
を
眺

め
て
い
る
。
正
月
の
せ
い
か
、
田
畑
に

も
野
道
に
も
人
影
一
つ
な
い
田
園
地

帯
を
、
寒
風
を
切
っ
て
わ
が
篭
車
だ

け
が
独
り
快
適
に
つ
っ
走
っ
て
行
く
。

あ

え

え

ほ

』

一

つ

哨
ぎ
つ
つ
人
に
従
ふ
葱
方
か
な

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
自
分
に
と
っ
て
今
年
の
士
口
方

に
あ
る
社
に
恵
方
諸
に
来
た
の
で
あ

る
が
、
参
遂
の
こ
の
急
坂
に
は
ホ
ト

ホ
ト
参
っ
た
。
そ
れ
で
も
人
々
に
遅

れ
て
な
ら
じ
と
、
息
を
切
ら
し
な
が

ら
懸
命
に
後
を
追
、
っ
。

藤
棚
に
芽
吹
く
枝
あ
り
新
院

髭

釜

清

水

拡

一

朗

〔
評
〕
冬
も
棒
引
の
藤
棚
に
、
早
く

も
小
さ
な
芽
を
点
々
と
つ
け
始
め
た

校
を
見
つ
け
た
の
で
あ
る
。
藤
の
芽

立
ち
に
春
の
近
い
こ
と
を
知
っ
た
喜

び
。
寒
さ
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
い
る

今
こ
そ
、
春
を
待
つ
心
は
艇
な
の
で

あ
る
。

め
、
真
珠
の
微
光
を
放
っ
て
い
る
の

だ
。
菱
自
と
も
言
わ
れ
る
歯
乃
木
は
、

帝
聞
は
齢
、
乃
木
は
延
、
つ
ま
り
延
命
の

意
に
通
じ
る
と
し
て
、
お
正
月
の
飾

り
に
欠
か
せ
ぬ
縁
起
物
で
あ
る
。

し
ん
ろ
く

苑
枯
れ
て
神
鹿
の
立
ち
つ
く
し
を
り

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
冬
ざ
れ
の
神
苑
の
一
角
に
新

し
く
金
網
を
国
ら
し
た
漉
閣
が
あ
る
。

茶
底
で
餌
の
人
参
を
寅
っ
て
与
え
る

参
詣
容
で
日
が
な
賑
わ
っ
て
い
る
の

だ
が
、
肝
心
の
鹿
は
余
り
寄
っ
て
来

ず
に
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
立
っ
て
い
る

ば
か
り
で
あ
る
。
察
、
き
に
鹿
の
食
欲

も
減
退
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

枯
枝
の
先
に
輝
く
海
の
あ
り

髭

釜

稲

田

富

穏

〔
評
)
す
っ
か
り
葉
を
振
る
い
落
し

た
冬
木
が
、
丸
裸
の
枝
を
長
々
と
寒

空
に
突
っ
張
っ
て
立
っ
て
い
る
。
市

し
見
通
し
の
よ
く
な
っ
た
枝
の
先
に

は
、
冬
の
呂
に
輝
く
海
が
見
え
て
い

る
。
間
も
な
く
こ
の
沖
か
ら
暖
か
い

風
が
吹
い
て
き
て
、
枝
々
に
若
葉
の

緑
が
務
、
ぇ
山
山
す
春
が
や
っ
て
来
る
だ

ろ、つ。
足
音
に
寒
鯉
の
っ
と
動
き
た
る

明
神
町
小
松
崎
美
代

初
電
牽
は
ま
な
す
号
と
決
め
て
乗
る

明

神

町

田

中

勝

校

神
苑
の
暗
き
と
こ
ろ
の
寒
格

新

町

岸

和

国

和

子

忍
女
ひ
と
り
r
索
、
に
入
り
た
る
庭
を
措
く

角

一

前

原

青

嵐

路
地
長
く
焚
火
の
匂
伝
は
り
来

永

町

桜

弁

政

士

口

裸
枝
に
ニ
つ
残
り
し
烏
瓜

祝

町

今

川

、

つ

め

清
流
に
漂
ふ
茶
葉
色
さ
え
て

祝

町

今

川

良

小
春
日
や
母
の
作
り
し
藁
ぽ
っ
ち

磯

浜

浅

見

道

子



第254号 (4)

「
酎
叫
開
開
催
臨
臓
の
日
L

纏
臨
離
競
つ
盟
関
盤
的
事
鮪
器
官

食
生
活
の
多
様
化
や
運
動
不
足
等
に

よ
り
、
が
ん
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
等
な

ど
の
成
人
病
が
急
増
し
て
い
る
現
在
、

健
康
に
つ
い
て
考
、
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
、
平
成
5
年
よ
り
毎
年
2
月

の
第
三
日
間
唯
日
を
「
町
民
健
康
の
日
」

と
定
め
、
「
自
分
の
健
康
は
、
自
分
で

守
る
」
を
ス
ロ
i
J
4
ン
に
、
第
三
間
健

康
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。ぜ

ひ
家
族
そ
ろ
っ
て
、

お
出
か
け
下

t"' も

さ
い
n

o
日

時

2
月
幻
自
(
日
)

午
前
9
時
部
分
1
午
後
3
時

O
場
所
前
文
化
セ
ン
タ
ー

O
内

容

健
康
相
談
(
内
科
・
歯
科
)
・
ポ
ス
タ

ー
-
習
字
・
標
語
展
示
コ
ー
ナ
ー
-
金

婚
式
お
め
で
と
う
コ
i
ナ
i
・
郷
土
料

理
展
示
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
・
体
力
測
定

コ
i
ナ
i
・
牛
乳
・
乳
製
品
普
及
コ
ー

ナ
ー
-
強
化
米
普
及
コ
ー
ナ
ー
-
成
人

病
・
が
ん
予
防
コ
ー
ナ
ー
-
エ
イ
ズ
予

防
コ
ー
ナ
ー
-
国
保
コ
ー
ナ
ー
・
健
康

ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
-
パ
タ
i
ゴ
ル
フ
コ

ー
ナ
i
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
-
北
回

遊
び
コ
!
ナ
!
・
献
血
コ
ー
ナ
ー
・
健

康
家
庭
表
彰
・
献
血
功
労
者
表
彰
・

講
演
会
「
糖
尿
病
予
防
と
治
療
L

講
師
水
戸
協
同
病
院

内

海

信

雄

先

生

ー
町
営
住
宅
入
居
者
の

「
i
[
申
込
み
受
付
い
い
つ
い
て

町
営
住
宅
の
入
居
申
込
を
受
付
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ー
、
住
宅
の
所
在
地
及
び
種
別
・
構
造
等

あおお

原

稜

JJIj 

団
地
名

建
設
年
度

汐
見
ヶ
丘

第
2
種

47 

第

1
種

目リ

59 

構
造
規
模

家
賃
月
額

A
棟
2

G 3F 

※
汚
水
処
理
使
用
料
月
額
2
、6
2
0
円
(
前
原
住
宅
の
み
)

2
、
受
付
期
間

3
、
受
付
場
所

自

1
月

回

日

大

洗

町

役

場

建

設

課

(

申

込

用

紙

は

至

3

月
5
臼

建

設

諜

に

用

意

し

て

あ

り

ま

す

)

※
土
曜
日
、

4
、
入
居
予
定
時
期

除

く

平

成

5
年
3
月
下
旬
頃

ω日
間
(
轄
)

日
曜
日
、
祝
日
は

戸
数

筒
耐
2
階
建

2

4

r

 

A
4
7
e
n
 

和
6
登
、

4
登

3
畳、

K

l 
F 

9，100円

耐
火
3
階
建

9

4

y

、

n
h
U

戸ヘυ
n

M

和
8
周
宜
、
和
6
受

洋

U
畳
、
附
出

28，000円

1 
戸

税
理
士
に
よ
る
還
付
串
告
相
談

王子成51手2月5臼

税
理
士
会
で
は
、

2
月
刊
日
か
ら
2
月

日
日
(
祝
日
日

B
は
除
く
)
ま
で
の
問
、

少
額
な
還
付
申
告
相
談
及
び
申
告
書
の

作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
税
理
士
事
務
所
又
は
税
理
士
会
事

務
局
(
借
幻

8
7
8
6
)
へ
、
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
の
よ
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
加
分

i
午
後
4
時
ま
で
ぞ
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
税
理
士
会
事
務
局
へ

備
考

口
問
足
講
生
事
集
め
お
知
ら
せ

H
H
U

い
ば
ら
き
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー
で
は
、
座
禅
・
母
子
健
康
体
操
・
セ
ラ
ピ
i
体

平
成
5
年
度
の
講
座
受
講
生
を
募
集
し
操
・
ヨ
ガ
健
康
法
・
手
編
・
リ
ズ
ム
体

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
操
・
ゴ
ル
フ
教
室

。

講

座

内

容

同

短

期

コ

!

ス

川

l
年
コ
i
ス
(
平
成
5
年
4
月
l

テ
ニ
ス
教
室
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ウ
ォ
i

平
成
6
年
3
月

)

キ

ン

グ

居
合
道
・
祭
手
道
・
大
極
拳
・
指
圧
・
。
受
付
開
始

俳
句
・
絵
画
・
書
道
・
茶
道
・
華
道
・

O
水
泳
教
室
・
体
力
づ
く
り
教
室

民
謡
・
囲
碁
・
郷
土
史
・
文
学
講
座
・
2
月
抗
日
(
白
)
(
午
前
9
時
i
午
後

水
墨
画
・
か
な
蓄
道
・
押
し
花
絵
・
写

5
時
)
よ
り

真
・
英
会
話

O
そ
の
他
の
講
座

出

6
ヶ
月
コ
i
ス
(
平
成
5
年
4
月

2
丹
羽
臼
(
日
)
(
午
前
9
時
i
午
後

j
一平成
5
年
9
月
)

5

時
)
よ
り

水
泳
教
室
・
体
力
づ
く
り
教
室
・
ヨ
|
一
※
各
議
康
と
も
先
着
順
・
定
員
締
切
り

ガ
・
中
国
気
功
法
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
。
申
込
み
問
い
合
わ
せ
は
直
接
い
は
》
わ
き

水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ビ
ホ
健
康
体
操
・
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー
へ
宮
訂

6
8
5
1

間
果
関
税
の
申
告
を

出
張
費
付
し
ま
す

棟

2
月
幻
自
問

2
月
幻
自
制

平
成
5
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は

別
表
の
と
お
り
出
張
受
付
を
行
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
会
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

会

場

東
地
区
集
会
所

祝
町
集
会
所

永
町
会
館

大
貫
集
会
所

角
一
集
会
所

神
山
集
落
セ
ン
タ
ー

松
川
集
落
セ
ン
タ
ー

農
業
会
舘

期

釘

2
月
初
日
制

2
月
げ
日
制

2
月
回
目
附

2
月
刊
日
凶
四

※
受
付
時
間
・
午
前
9
時
加
分
か
ら
午

後
4
時
ま
で

「
※
同
時
に
、
平
成
5
年
度
県
民
交
デ

一
通
災
官
官
共
済
の
加
入
受
付
も
合
わ
一

一
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
加
入
申
込
一

一
番
を
ご
持
参
の
よ
、
手
続
き
し
て
一

「

下

さ

い

。

」

「
愛
の
献
車
」
じ

ご
協
力
を
ノ
.

「
愛
の
献
血
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

O
R
特

2
月
紅
白
(
臼
)

健
康
ま
つ
り
と
合
わ
せ
て
実
施

午
前
9
時
却
分
j
ロ
時
泊
分

午
後
1
時
加
分
j

3
時
却
分

O
場
所
町
中
央
公
民
館
北
側
駐
車
場

0
種

類

全

血

献

血

(
m
d
・
側
副
)

O
献
血
の
で
き
る
人

年
齢
(
日
歳
j
円
四
歳
)

体
重
(
努
性
記
旬
以
上
・
女
性

ω均

以
上
)

そ
の
他
当
日
の
血
液
比
重
、
血
圧
及

ぴ
体
調
が
良
好
な
方

関Tの人員と世帯

( I月!日現在)

人口 20，931人(-8) 
男 10，365人(+1) 

女 10，566人(-9) 
世帯数 6，381戸 (+8) 
転入46人 転出54人
出生12人 死亡12人

「一鰻覇軍差益重幾重警異議普臨豊富入し署長しよう----"l
」一一塁舟 1自開)よ0平成5年度加入費付開始一一」

く下記回程により出張受付を行います〉

大洗町における交通事故の発生原因は、“わき 4 )加入申込方法「県民交通災答共済申込書」

見運転"や“飛び出し事故"が多く、その内容は に会費を添えて役場住民課、又は、下記の

青年・婦人ドライパーや、二輪車・自転車・歩 出張受付加入場所へ申し込みください。

行者(特に老人と子供)等のj領となっております。 同策沼湾司

J ; : L話;trr?z試t:守五元:EJ詰1z立2; 2 i山i:;l出6
けております I2ii;12itf集宇込書i

この制度は、事前事故はもとより、バイクや lη 回 目 口 刷 i角 一集会所i

自転車等の転倒による自領行為についても共済 !二二i二izr号室二i
見舞金が支払われますので、万ーの場合にそな iE月23日閃i農業 会 館 j
え、家族会員が県民交通災害共済に加入しまし 12月24日付。 I髭 議 会 館 i午 前 9 加~午前11:加

i i掘部集会所 i午後 2:00-午後4

ょっ。 In同 ηrnωi明神町集会所 i午前 9:30-午 前11:30
1)会 費大人900円・中学生以下500向 !“:ケ了.;.:J来光台集会所 i午後2叩ー午後4:00 

i 都合同良い場所で手続きができます

(S 53・4・2以降出生者) 」 -Lιι一一
5 )見舞金

平成 5年 4月 1日~平成 6年 3 r守す了一←li<

月31日の 1年間 仁二工
3 )対象となる交通事故 「ーさ

①日本国内の道路上を運行中の自動車、パ トー善
イク、自転車等の接触、衝突、転落、転覆 仁3
などの事故による人の死傷。 トオ
②踏切道における電車等との接触、衝突、

その他これに類する人の死傷。

2 )共済期間

寸
時
期
ず
き
ん
と

い
じ
わ
る
狼
L

公
濃
の
お
知
ら
せ

駅
間
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
出
回
、
玉
事
業

と
し
て
、
ぬ
い
ぐ
る
み
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
赤
ず
き
ん
と
い
じ
わ
る
狼
」
の
公
演

を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
R
時

2
月
幻
自
(
土
)

午
後
2
時
間
演
(
自
由
席
)

O
場
所
町
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
i
ル

O
入
場
料
前
売
券

7
0
0
円

当
日
券

1
、0
0
0
円

大
人
・
子
供
(
3
歳
以
上
)
同
一
料
金

O
前
売
券
発
売
所

8
0
0
K
Q、
?
、
、
!
?
i
ト
き
か
げ

ん
、
坂
本
文
具
属
、
川
西
高
筒
、
マ
ミ

!
?
i
ト
し
ま
ち
ゅ
う
、
町
文
化
セ
ン

タ
ー
(
町
民
会
館
)
、
花
菱
楽
器
(
那
珂

湊
市
)
、
あ
か
と
ん
ほ
(
鉾
田
町
)
で
発

売
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

三大洗文化センタ一行事予定衰 (2/6"""3/4)
(H4.1，12現在)

入場方法

料生涯

{雀

ム
百
一
世
果

員
一
一
挙

委
一
、
豆

一
丁
一
自

則
一
」

ム
ー
一

J

大
一
、
一

回
一
じ

全
一
刻

節
一
洗

磯
一
大

し
一
レ;
 

ホ
一
ホ

主開催場所'*" 廿

磯節全国大会(予選会)

新 春 お 楽 し み 映 盛 会

内善事催

料

料

両立

有

有

大洗町役場保健課

ホ ル i大洗文化センター自主事業2月278 (土)

3月 3 日 W)
3月 4日(木)

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-fi'66-2442へお問い合わせ下さい。

大会議室

ぬいぐるみミュージカル劇

ーコま百長健

開始時間

9 : 00-

1部 10:00-
2部 13:00-

9: 00-

1部10:00(間体)
2部14:00( 般)

9 : 00-

開 催 告

2月6日日う
2月7日(日)

2月11日 附

2月21日{日)

関係者大洗町役場税務課大会議室平成4年分所得税納税相談

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
j
午
前
日
時
)

0
2
月
9
日
仰

0
2
月
ロ
日
掛

0
2
月
刊
臼
例

0
2
月
お
臼

ω

0
3
月
5
日
幽

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

保{建センター

だより

角一 2区

i菜作尚吾ちゃん

( 1歳)

3 3 2 2 月
/ / / / 

幡/日(ね4 (月)1 (木，)18や'j()17

手L 母 破ジ
歳

7 
纂

児 子 ノ、 {風嘉ナ吉
カ

業

健 中自
月

メ1口1t 入じ1 

健児
接 名

言会 言実 言会 啓一

生主主 母 1 各
後後 性 歳
6 2 及 8 

学校 立す
カカ び カ

月月 手L 月 6 
I I 幼 ♂〉 年
7 3 児 誕 生 象
カ カ の 生
月月 相談

も
0)0) 逮 れ
芋し芋L 者 し 者

名
児児 fこ

) 

幼
児

l 9 1 1 

受付時間
2持 11時 2s寺 2s寺
時00時00時00時15
00分 00分 。(分 15分
分 分 分 分

0
2
月
初
日
樹
内
科
医
診
察
指
導

0
3
月
2
日
閃
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
叫
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
揮
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
を
必
要
と
す
る

方

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

i
務
審
時
ど
ザ
〈
印
刷
~
鍵
麓
一
z
霊
一
=
E
豆
喜
=
E
豆
喜
一
主
芸
主
芸
霊
霊
雲
立
寄
室
室
雲
霊
喜
わ2云蚕き雲量
2

云註き量量言一世隼讐霊童世隼讐霊童雲三一z豆雲喜霊z豆雲喜霊一E歪霊盆さ室喜霊霊一豆喜霊霊豆吾き霊霊営乏差享霊霊喜-z客歪霊喜z客歪霊喜?z云吾童童喜z云吾童童喜一捻皇皇喜霊言捻皇皇喜霊言言一z否歪雲重z否歪雲重

i
一皇皇皇i;皇皇皇i;=豆ii一iiz喜ii〔豆幸雲霊雲豆幸雲霊雲=筈豆喜一量芸z喜一

も
し
エ
イ
ズ
に
感
染
し
た
場
合
、
ど
資
機
関
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。

め
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
の
で
し
ょ
う

O
県
内
各
保
健
所
(
は
ヵ
所
)

か
。
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
体
の
中
に
相
談
・
・
来
所
、
電
話
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。

入
っ
た
と
し
で
も
、
す
ぐ
に
発
病
す
る
検
査
・
・
匿
名
で
も
、
で
き
る
。
料
金
は

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
個
人
差
が
あ
り
ま

2
、
5
6
0
円。

す
が
、
数
ヵ
月
か
ら
数
年
と
ウ
イ
ル
ス
日
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
各
保
健

は
持
っ
て
い
る
が
症
状
は
何
も
な
い
と
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

い
っ
た
湾
伏
期
間
が
あ
り
ま
ん
九
大
体
、

O
茨
城
渠
エ
イ
ズ
相
談
専
問
電
話

症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、
感
染
後
一
相
談
・
・
月
j
金

曜

午

前
9
時
i
ロ
時

年

か

ら

五

年

の

間

に

、

感

染

者

の

約

日

午

後

1

時

1
4
時

%
、
五
年
か
ら
十
年
の
間
で
約
印
%
と
宮

0
2
9
8
側

0
6
0
6

い
わ
れ
て
お
り
、
残
り
の
約
印
%
の
人

O
簡
易
成
人
病
検
診
併
用
エ
イ
ズ
検
査

は
発
病
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
状
(
総
合
健
診
協
会
)

況
に
あ
り
ま
す
。
検
盗
・
・
血
液
検
査
を
、
玉
と
し
た
成
人
病

症
状
と
し
て
は
、
エ
イ
ズ
特
有
と
い
検
診
と
合
わ
せ
て
エ
イ
ズ
検
査

っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ゼ
症
状
を
す
る
料
金
は
1
1
、
3
3
0
円

(
発
熱
、
寝
汗
、
だ
る
き
、
筋
肉
痛
、
予
約
宮

0
2
9
2
刷
6
7
9
0

頭
痛
)
か
ら
体
重
減
少
、
全
身
の
リ
ン
白
時
は
問
い
合
わ
せ
て
下
き
い
。

パ
節
の
は
れ
な
ど
が
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ

O
最
寄
り
の
医
療
機
関

が
進
む
と
前
回
、
お
話
し
た
よ
う
に
体
今
、
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
心
配
や
不
安

の
抵
抗
力
が
お
ち
て
ふ
だ
ん
な
ら
何
で
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
場
を

も
な
い
カ
ビ
や
細
菌
が
暴
れ
出
し
、
肺
た
め
ら
わ
ず
に
利
用
し
相
談
、
検
査
を

炎
ゃ
が
ん
を
引
き
お
こ
し
命
に
か
か
わ
お
受
け
に
な
っ
て
下
さ
い
。

る

と

い

う

訳

で

す

。

先

月

と

二

回

に

わ

た

っ

て

、

簡

単

に

感
染
し
た
か
ど
っ
か
確
認
す
る
に
は
で
す
が
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま

血
液
検
変
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染
し
た
。
今
後
、
エ
イ
ズ
か
ら
自
分
自
身

し
た
と
息
わ
れ
る
時
よ
り
約
3
ヵ
月
以
あ
る
い
は
周
り
に
い
る
自
分
の
愛
す
る

よ
た
た
な
い
と
確
実
な
判
定
は
で
き
ま
人
を
守
る
の
は
、
他
の
誰
で
も
な
い
私

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
で
あ
る
と
い
う
事

最
後
に
、
身
近
か
な
相
談
、
及
び
検
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
忍
い
ま
す
句

「
機
能
回
復
訓
練
」


